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大礼服用ヘッドドレスとトレーンの宮廷マナーについて

大妻女大家政　　Ｏ大網美代子　　石井とめ子

〔(社)日本家政学会

　目的　鍋島家の服飾遺品を調査した際、11代佐賀藩主鍋島直大公の妻、栄子夫人(1855-

1941）の大礼服用ヘッドドレスとトレー－ンを見出した。これを機に宮廷マナーと宮廷衣裳

の関係について考察した。

　方法　鍋島家の実物資料の他、類似する当時の資料と比較するとともに英国の文献を通

して考察を試みた。

　結果　わが国におけるヘッドドレスの実物資料は極めて少ないので、本調査の遺品は貴

重なものであると言える。　トレーンは皇族妃のものにくらぺて装飾性が少なく、腰につけ

て着装するものである。また、宮廷ではマナーやルールが大変重要視され、マントー・　ド

・　クール着用に際してもその手順・方法などが規定されていることが判明した。

2Gp－ ２ ｢儀礼環境の伝統と変容～婚礼におけるお色直しについて～｣

○荒井三津子　　平松幸三　　横川公子
　(武庫川女人)

＜目的＞　白無垢から色ものへの衣装替えだったお色直しは、新しい人生の始まりを意味
　し、通過儀礼において大きな役割を果たすと考えられてきた。ところが、明治時代の洋

　装化の普及と神前結婚式の提案を機に、婚礼は簡素化し始め、llfJ和3 0年代からは、産

　業に細み込まれて急速に成長した。この勣きと並行して、伝統的なものとは異なる新し

　いお色直しが完丿戊した。この変容のプロセスについて具休的にあとづけることによって、
　お色直しの文化的背景と現代の披露宴における意味を考察する。また、豪華な衣装に託

　される女性の感受性や思想!についても検討したい。

＜方法＞　歴史的な展開に関しては、主に文献にあたり、現代の情報は、ほかに結婚式業

　に関する各種資料、および聞き書きを中心に検討した。

＜結果＞　①お色直しは、披露宴内の「新しい儀式」と「本当の宴」のくけじめ＞の演出

　として機能している。②お色直しのために人退場を繰り返し、会場内を練り歩くことは、

　衣装が婚姻の承認を周囲から得る効果的な＜装置＞であることを示唆する。③昨今の過
　剰な「新お色直し」は、伝統的なものとは全＜異なり、女性の〈exhibitionism〉の表れ

　であり、また、＜他とのmi化＞を求めて自己演出したいという、女性に内在する衣装
　による防御と攻撃性の表現ではないかと推測される。
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